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流行の拡大が懸念される新種の豚インフルエンザH3N2vの情報  感染制御部  

米国で、新種の豚インフルエンザウイルスに

よる豚からヒトへの感染が拡大しています。こ

のウイルスはA型のインフルエンザでH3N2型に分

類され、H3N2変異型（H3N2v）と名付けられてい

ます。このタイプは、A香港型と同じですが、異

なるウイルスです。今月は、このウイルス感染

症に関するこれまでの情報をまとめて紹介しま

す。 

すでに、2011年にもこのウイルスによる豚か

らの感染は散発的に少数例認められていまし

た。米疾病対策予防センター（CDC）は、2012年

8月3日、新種の豚インフルエンザH3N2vについ

て、この週に新たに12人の感染者を米国内で確

認したと発表しました。12人の内訳は、ハワイ

州で1人、オハイオ州で10人、インディアナ州で

1人でした。1週間後の8月9日に、CDCは再び、米

国内で新型の豚インフルエンザウイルスH3N2vに

感染する人が急増していると発表しました。8月

3日には感染者は16人だったのが、１週間で145

人に増加、9倍に増えたことになります。そして

１週間後の8月16日には感染者はさらに225人ま

で増加しています。表1に8月16日にCDCが発表し

たこれまでの米国内でのH3N2v感染確認症例数を

示します。患者の状態はすべて軽症だというこ

とで、225人中8人が入院しましたが、死亡者は

出ていません。いずれも豚のいる農業祭イベン

トへ参加しているなどの経緯があり、豚から直

接感染したとみられています。感染者の9割以上

が子供です。 

このウイルスには、2009年に大流行したイン

フルエンザウイルス（H1N1）の遺伝子の一部が

混ざっていて、人間同士の感染はまだ確認され

ていませんが、CDCは「感染しやすい性質に変わ

る可能性がある」として警戒しています。 

以上の情報から、新種の豚インフルエンザ

H3N2vは豚から直接ヒトへ感染するものの、いま

のところヒトからヒトへの感染は確認されてい

ません。しかし、極めて警戒が必要な状況では

あると思われます。毒力は通常の季節性インフ

ルエンザと変わらないようで、たとえ、ヒト-ヒ

ト感染が起こったとしても、2009年の豚由来の

H1N1と同じ程度と考えられます。また、先述し

たように子供に主に発生しており、CDCの情報で

は、米国の成人は、すでに抗体を持っている可

能性が指摘されています。 

迅速診断についての感度は調べた範囲でまだ

報告されていませんが、理論的にはA型のインフ

ルエンザとして診断可能であると考えられま

す。治療についてはアマンタジンには耐性があ

るようですが、タミフル（オセルタミビル）、

リレンザ（ザナビビル）は有効です。 

この話題につきま

しては、今後も注意

深く情報を収集し、

変化がみられました

ら、マンスリー等で

順次報告していきた

いと思います。 

 

H3N2vヒト感染が報

告されている州 

2011年 2012年 

（8月16日現在） 

ハワイ   1 

ｲンディアナ 2 138 

イリノイ   3 

アイオワ 3   

メイン 2   

ミシガン   1 

オハイオ   72 

ペンシルベニア 3 4 

ユタ   1 

ウエストバージニア 2 3 

ウイスコンシン   2 

計 12 225 

表1 H3N2vヒト感染の報告事例数 


